弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

　先日の「The Final Crash」という本についてのe-mail（石角完爾のファイルから）に対し色々と反響があった中で、もう少し分かりやすく著者Hugo Bouleauの考えを説明して欲しいという声がありました。そこで、石角完爾なりに別の言い回しをします。

　あるアメリカの村に鍛冶屋がいました。鍋や馬の蹄鉄を作るかたわら、刀も作っていました。刀は人手がないので年間１０本しか作れません。良心的なその鍛冶屋は１本１００ドルで売っていました。ある時Wall Streetという星から背広を着た男が舞い降りて来て、こう言いました。

「お前の刀は値段が上がるかも知れない。年間１０本で、今後３０年働けるとすると３００本は作れる。３０年後には値段は１００倍になるかも知れない。３００本×１００ドル×１００倍すると３００万ドルで売れる。お前さんに

３００万ドルを貸そう。」

と言ったかと思うと、ポンと１ドル紙幣を３００万枚置いて行きました。 そんな大金は、手にしたことも見たこともない鍛冶屋は、刀を作るのを中国人に任せきりにし、自分は大きな家を買い、電気仕掛けで何でも出来るようにと映像の写る箱とか人と話が出来る小箱とか色々なものを買いまくりました。一家中で美味しいものも毎日食べ、働くのも嫌になるほど太ってしまいました。働かないで寝そべっていると、また、例の背広の男が来て、今度は、

「お前の家と土地は、値段が上がるかも知れない。今後１０年もしない間に

１００倍になる。お前さんに追加で７００万ドルを貸そう。」

と言ったかと思うと、またポンと１ドル紙幣を７００万枚を置いていきました。

　こうして村の鍛冶屋は合計１０００万枚ものドル紙幣を手にしましたが、

３０年経った今、刀の出来は全く悪いもので評判が落ち、値段は上がるどころか逆に１本１ドルでも売れません。家と土地は、今どき同じようなものがいっぱいあるというので、逆に買った時の値段の１０分の１でも売れません。

　例の他の星から来た背広の男は、パッタリと姿を見せません。聞いてみると、隣村の鍛冶屋も同じように１０００万ドルを借りて、食べ過ぎと運動不足で今や一家中で糖尿病になり動くことも出来ない、とのこと。

　アメリカという国の村という村の鍛冶屋が同じように１０００万ドルを手にしていたそうです。

　国中に溢れかえった数え切れない紙幣は、今やストーブに入れて燃やすにしても燃やしきれない紙くずとなってしまいました。

　これが、著者Hugo BouleauのいうDebit Addictive Money-Driven SocietyでAnglo-American社会の“Final Crash”（「１９３０年代の大恐慌を上回り産業革命以来の大激震になる」）だというのです。

　刀の値段が上がると金を貸すのがAddictive Corporate Finance、不動産が上がると金を貸すのをAddictive Consumer Finance。

　石角完爾は、こうして二つのAddictive Financeで成り立った社会を

“ＳＢＭ”社会、“Spend Beyond Means”社会と呼ぼうと思います。

　良く考えてみると、刀（生産物）も家屋敷（生産財）も、それ自体の真の価値（Inherent Value）は刀の切れ味とか人の住む場所という程度を超えるものでないのに、Market Value（市場価値）という別の物差しで値段がついていただけなのです。

そのMarket Valueが上がったのも、実はWall Streetという星の男には「おじさん」がいて（Uncle Samと言います）どんどんドル紙幣を刷ってその甥っ子に渡していたので、かくして溢れかえった紙幣のせいで見かけ上がっていただけだったのです。

　見かけの上昇（Inflated Market Value）は、上がるという期待感が買いを呼びSpeculated Valueにまで上昇します。そこまで来ると、ついには急激な下降に転じ、“Inherent Value”にまで収斂するということになる。当然のこと。Marketはnatural economic cycleを変えられない。

　何故アンクル・サムはドル紙幣をどんどん刷ったのでしょうか。実は、このサムおじさんは警察官をしていて、地球のあちこちでけしからん奴を叩きのめすのにもの凄くお金を使わなければならなかったのです。武器やら何やらでお金がいるのです。あまり刷りすぎるとドル紙幣が溢れかえるので、サムおじさんは紙幣の代わりになるものを考えました。それが支払約束証書（U.S. Treasury Bond）です。これならドル紙幣の代わりになりますが、この証書を皆に売るために値引きをして売り出したのです。この値引き幅をBond Yieldと言います。結構よく売れました。日本人と中国人がよく買ってくれました。Wall Streetの男がその売りの役割を買っていたのです。こうして、サムおじさんは証書とドルを同時にどんどん刷っていったのです。ドル紙幣をどんどん刷って世界中に流し（これを通貨供給量Ｍ３と言います。サムおじさんは、あまりＭ３が大きくなったので、公表するのを止めました。）、一方証書をドル建で売ってどんどんドル紙幣を吸い戻していたのですが、その「垂れ流し」と「吸い戻し」の「流れ」が、自分の家に飛行機が突っ込んで来て怒り狂ったBushおじさんの時にはそれまでの全てのおじさん全員（ジョージ・ワシントンおじさんからクリントンおじさんまで）の分よりも大きくしてしまい、ついに堤防が決壊し洪水となって溢れ出したのです。

　溢れかえって洪水になることを今回のMarket Crashと言いますが、未曾有の大洪水になるのは、歴史上かつてないほどその「流れ」があまりにも大きすぎるからです。どれぐらい流れが大きいか、ですって？　全世界のGDPの８倍にも達する流れなのです。

　そういえば、この１０年間「世界経済は中国、インド、ロシアなどBRICSを中心に未曾有の高度成長」（寺島実郎氏など）と言われていました。

　成長Growth自体が良いことのように思われていましたが、それはMarket Valueが見かけでは上昇しただけでInherent Valueは何も成長してなかったのではないか？　

　「Spend Beyond Means」社会から、「Means Before Spending」社会に針が大きく振れようとしている。多分Brak Obamaは、このまま暗殺されることなどなければ（つい先日イギリスでObamaシャツを着ていた男性が何者かに殺されています。）、大統領になり、就任演説でそういった方向へアメリカ社会を導こうとして、羅針盤の転換を訴えると思います。何故なら、アメリカ政府は二度目のTVA政策をとる余裕はないからです。Obama丸の針の指す方向は、Frugality、Sobriety、Parsimony、というものにアメリカ社会を導いていくものになるという予感がします。彼は政治家ですから、共感を得るべくそういったものが「もともとのアメリカ」（“Grace of America”）だったと訴えるでしょう。
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